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〆〆一一=－私たちはこのまま破局への道を歩み続けるのか？ノー
国連気候変動に関する政府間パネル(IPCC)の統合報告書は世界の科学者達から「政治指導者に向けて出

された提言」である、世界の気温上昇を2℃以内に抑えるには．今世紀中に温室効果ガスの排遥量を「ほ

ぼゼロにする必要がある」と発表した．国内には「2℃以内に抑えるのは奇跡に等しい」と，国際目標を

2.5℃に緩めるよう求める声がある.IPCCは.2℃の目標について「困難だがまだ可能性がある」と言って

いる．科学・技術が予測を超えて進歩してきたことを考えれば，不可能とは言えない．

今度は政治家が応え昌番である.｡今年9月の国連気候変動サミットを起点に”アメリカのケリー国務長

官は，「肝心な点は,地球が人間の活動により温暖化し,被害がすでに目に見えているということであり，

その対策には野心的で，即時の行動が必要だということだ。イデオロギーや政治をめぐる議論で立ち往生

すればするほど，行動しないことに伴う代償は大きくなっていく．この報告書が明確に示した科学の結果

を無視したり異議を唱えた.りする人は,.われわれやその子ども〉孫までを重大な危険にさらしてい受」と

表明し，各国の政治指導者に対応の強化を求めている．

2℃未満に抑えるためにどうしたらよいのか？

もっと省エネと再生可能エネルギーの利用を進めることである．今月はペルー。リマでC0P20が，来年

末のC0P21パリで2020年以降のC02削減に向けた萩しい枠組みの合意をめざす.20隼度からの新たな制

度では，各国が2100年まで自国の排出をゼロにする誓約をするべきである．

12月は馳球温闘上防止月間」である．12月13日(土)は「第19回藤沢環境フェア2014」が市民会館

を会場に行われる．藤沢市の温暖化対策は低炭素都市をめざしている.C02について、「1990(鋤年度

比で2022個34）無度主でに－40％』をめざしている世界のトツプランナーである.先日のIPCC第5次

統合報告書を受けて,EU議会は2030年までに－40%をめざすと決定した．藤沢はこれよりも野心的．

藤沢市では環境省関連の助成事業により「エネルギーの地産地消プロジェクト」があり，11月4日には藤

沢市環境審議会が開かれ「エネルギーの地産地消プロジェクト」は動き出している．12月にはパブリック

コメ.ン卜灘案施負れる読定だあ愚嘩今こゑ鳶民は転動を起j二丈時縛』f

政策決定者（各種議員）向けの要約では，2100年以降の気候変動、

不可逆性重及ZK急激な劉上:気候変動の多くの特徴及び関連する影響は、

たとえ温室効果ガスの人為的な排出が停止したとしても､､何世紀にもわ

たって持続するだろう｡急激で後もどりできな・いリスクは増大する｡姪

世紀末までの温暖化は､深刻で広範にわたる不可逆的な世界規模の影響

に至るリスクが、非潮ご高いレベルに達するだろうと述べている．・こ

れに応えるのは政策決定者たちである．（宮地俊作）
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